




 

 DMP 児の歩行の特微は、以前より言われている様に動揺性歩行の出現、内反

尖足歩行に始まり、障害度の進行に伴い、外転歩行、又は、骨盤固旋による歩

行などの特微が現われる。 

 そこで我々は、今回 DMP 児の歩行による下肢 ROM、股関節、膝関節、足関節

の歩行周期、すなわち、立脚期の heel strike foot flat mid stance heel off 

toe off 遊脚期の mid swing を測定し正常歩行パターンと比校し、DMP 児の歩行

の特微が下肢 ROM に現れる変化を調べてみた。 


